
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】
都道府県名 長 野 県

Ⅰ 学校の概要（平成 年４月現在）15

学 校 名 諏訪郡富士見町立 富士見小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ３ ３ ２ ３ ２ ２ ２ １７
児童数 ８９ ８３ ６９ ８６ ７５ ７０ ６ ４７８ ２７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人ひとりが意欲的に学びながら、分かる喜びを実感できる授業の創造

２．研究内容と方法
（１）実施学年・教科

・２年生・算数
児童の理解の状況に差が出やすい教科・学年であるため、個に応じた学力の評価を生かし
た指導の改善を図るべく研究に取り組む。

・３年生・国語
日常的な作文指導に関する研究実績があるため、国語学習の「書く」に関する領域を中心
に、教材化のプロセスに関する研究に取り組む。

・５年生・国語
これまでの研究成果をもとに、国語課題別少人数学習における学習方法や指導体制の改善
を図るべく研究に取り組む。

（２）年次ごとの計画

○研究テーマ
「一人ひとりが意欲的に学びながら、分かる喜びを実感できる授業の創造」

昨年度実施した少人数学習での具体的な成果をもとに、上記の研究テーマを掲げ、児
童に基礎・基本の学力が確かに身に付く指導のあり方について、後述する３点から実
践的な研究を行う。

○研究の見通し
１年次；日々の教育実践や３点のサブテーマに沿った実践研究から導き出した仮説を

もとに実証授業を行う。そして、そこでとらえた子どもたちの具体的な学び
の姿を、実証仮説とリンクさせながら年度末に要件としてまとめていく。
全体構想（学力向上を目指した富士見小プラン）を構築し、教育課程全体の

平 なかでテーマの具現を図る。
成 平成 年度からの実施校の公開に参加し、次年度の本校の研究発表会の具体15

的なあり方を探る。15
年 ２年次；１年次の成果と課題をふまえながら研究発表会に向けての準備を進め、さら
度 に実践・実証を重ねる。

○研究の内容・方法
全体構想を構築し、以下の３点を柱に研究を推進する。
Ⅰ「個に応じた学力の評価を生かした指導の改善について」
評価と指導の一体化や個々の課題把握のあり方を研究の視点とする。低学年の算数
学習や５ ６年生算数少人数学習から導き出した仮説をもとに ２年生算数 単元 ち． 、 『
がいをみて』で実証を試みる。

Ⅱ「個に応じた指導のための学習方法・指導体制の工夫改善について」
国語学習における課題別学習のあり方を研究の視点とする。高学年の国語少人数学



習から導き出した仮説をもとに、５年生国語課題別少人数学習 単元『わらぐつのな
かの神様』で実証を試みる。

Ⅲ「教材化のプロセスについて」
国語学習の「書く」に関する領域を中心にして研究を進めている。３年生の日常的
な作文指導や２年生の実践から導き出した仮説をもとに、３年生 単元『せつ明書を
作ろう』で実証を試みる （ 実証授業実施予定）。 2/5

○研究テーマ
「一人ひとりが意欲的に学びながら、分かる喜びを実感できる授業の創造」

昨年度に引き続き上記のテーマを継続研究する。１年次の成果と課題をふまえながら
研究発表会に向けての準備を進め、児童に基礎・基本の学力が確かに身に付く指導の

平 あり方について、さらに実践・実証を重ねる。
成 ○研究の見通し

３点のサブテーマに沿った実践研究や実証授業から導き出した要件をもとにさらに実16
年 践・実証を進め、研究発表会の準備を進め公開をむかえる。
度 ○研究の内容・方法

全体構想のもと、平成 年度研究の３点の柱を中心に研究を推進する。そして、研究15
発表会に向けて、公開授業の準備を進める。
柱のⅠとⅢについては、さらによりよいあり方を検討しつつ全校体制での実践に結び
つける。またⅡについては、課題別学習を少人数学習該当学年外や国語・算数学習以
外の教科実践へと広げていく。

（３）研究体制

研究体制組織図
○重点研究としての位置付け

「学力の評価を生かした指導の改善」研究グループ
（グループ主任、他４名 計５名で構成）

学力向上フロンティアグループ 「学習方法・指導体制の工夫改善」研究グループ
（全体主任１名） （グループ主任、他４名 計５名で構成）

「教材化のプロセス」研究グループ
（グループ主任、他３名 計４名で構成）

※ 必要に応じて全体会を行う。
例； 学力向上フロンティア事業」に関する学習「

各グループの指導案作成に関するグループ内事前審議 など

○校内特別委員会としての位置付け
学力向上委員会（委員長；教頭 他４名 計５名で構成）

Ⅲ 平成 年度の研究の成果及び今後の課題15
１．研究の成果

①全体構想を構築したことで、本校の教育課程のなかに学力向上を目指した富士見小プランが
具体的に位置付き、工夫改善のための視点が明らかになってきた。

②「個に応じた学力の評価を生かした指導の改善について」の研究から
・単元や１時間の授業でのつけたい力や評価の観点を明確にすることで、学習内容を焦点化
した展開や学習カードの工夫ができるようになり、意欲的に学習する姿につながった。

・課題把握の場面での評価を入れた学習カードの導入により、あらかじめ予想したつまずき
への様々な手だてをもとに、つまずいている児童に対してタイムリーに手だてを講じるこ
とができた。このことは、児童個々が、分かる喜びを実感していく姿につながった。



③「個に応じた指導のための学習方法・指導体制の工夫改善について」の研究から
・子どもの初発の感想や疑問をもとに、子どもの意識にあった学習課題を決めだしたこと、
各グループの課題や学習活動の見通しをもたせて課題を選択させたことは、前向きに学習
課題を選び意欲的に学習する姿につながった。

・子どもの選択理由や願いなどを大切にして学習を進めていくことが、自ら選択して学習す
ることのよさを感じ取り、満足感を得ることにつながった。

・少人数学習であることのよさや仲間との関わりを大事に考えた学習を展開したことが、意
欲的に楽しく学習する姿につながった。

２．今後の課題

①全体構想（学力向上を目指した富士見小プラン）をさらに実践的なものにしていく。
本年度の研究で明らかになった成果を、どのようにして全校体制での実践に結びつけていく
か具体的な試行をしていきたい。

②「個に応じた学力の評価を生かした指導の改善について」の研究から
・１時間の授業のなかで個々についた力がより確かなものであるかを見極めていく評価のあ

、 。り方を明らかにするとともに 評価と指導の一体化についてさらに研究を進めていきたい
③「個に応じた指導のための学習方法・指導体制の工夫改善について」の研究から
・自己評価のあり方とそれを生かした学習課題の決めだしやグループ編成の仕方について、
さらに研究を進めていきたい。

・国語課題別学習を視野に入れた指導計画を作成する。学習内容を網羅しつつ、各領域を効
果的に学習できるような年間指導計画作成を進めていきたい。

④すくすくタイム（基礎的な学力の向上を主にねらいとした本校独自の活動。児童それぞれが
めあてや課題をもってドリルや演算等に取り組む時間。正規時間外に ～ 分間実施して20 25
いる）のさらに効果的に運用のあり方を検討する。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

平成 年度学力向上フロンティア事業学力テスト15
４．５．６年生 国語・算数 月実施11

→考察をもとに、本校児童の実態や傾向・具体的な指導について、職員会議で提案する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○研究成果普及
平成 年度第１回伊那地区協議会（ ）分科会にて、レポート発表15 6/26

○平成 年度公開授業研究会 開催年月日等の詳細は未定 於；富士見小学校16

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること（複数チェック可）
【新規校・継続校】 レ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校
【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

レ１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 レ少人数指導 レＴ．Ｔによる指導
レ一部教科担任制 その他

【研究教科】 レ国語 社会 レ算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ有 無
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